
今回は
こういうのよく聞きますよね

の審議会のお話
「エネルギー基本計画」をはじめとして様々な政策や方針が決まるとき、
よく○○審議会や○○小委員会なんて名前が出てきます。
一体どこで何やってんのか？一度整理しておきたいと思います。

総合資源エネルギー調査会 ここが最上位階層

基本政策分科会
エネルギー基本計画に
対する意見

2013年12月

長期エネルギー需給見通し小委員会
長期エネルギー需給
見通し（案）

7/1までパブコメ

発電コスト検証ワーキンググループ
発電コスト等の検証に
関する報告

2015年5月

2015年6月

電力システム改革小委員会
制度設計ワーキンググループ

2015年1月設置
現実的かつハランスの取れた
エネルギー需給構造の将来像について検討

2015年2月設置
各電源の発電コストなどについて試算を実施

2013年8月設置
電力システム改革の具体的な制度設計に関して検討

電力需給検証小委員会
2013年10月設置
電力需給の見通し等を検証

報告書

2013年10月
2014年4月, 10月
2015年4月 

経済産業省設置法第19条で規定
2013年7月に体制見直し

2013年7月体制見直し前は「総合部会」

冬と夏の需給見通し
　　　と結果

はじめに注釈
○参考資料①のページで原発が関係しそうなもののみピックアップしています。
　各会合第1回目の資料にその設立意義の説明文があるので、そこから何をしているのかを抽出。何か報告書を出していればそれも記載。
○総合資源エネルギー調査会は2013年7月に体制が大きく見直されています。明らかに体制見直し以前から継続しているものは明記しました。

この報告書は
本ポスターシリーズでも紹介
　2014年6月12日から2回
(参考資料②)

出した報告書

2015/07/10　http://brownmorning.s3-website-ap-northeast-1.amazonaws.com



電力・ガス事業分科会
原子力小委員会

2014年6月設置
エネルギー基本計画において示された
原子力分野に関する方針を具体化すへく、
必要な措置のあり方について検討

中間整理
2014年12月

自主的安全性向上・技術・人材
ワーキンググループ

2014年9月設置
当面は軽水炉の安全技術・人材の維持・発
展に重点。さらに、高速炉を含めた次世代
炉の研究開発の方向性を議論

原子力の自主的安全性
向上の取組の改善に向
けた提言

2015年5月
軽水炉安全技術・人材
ロードマップ

2015年6月

放射性廃棄物ワーキンググループ
2013年7月体制見直し前は
「原子力部会放射性廃棄物小委員会」
高レベル放射性廃棄物の最終処分のあり方、
進め方について審議

中間とりまとめ
2014年5月

原子力の自主的安全性向上に関する
ワーキンググループ

2013年7月設置
原子力事業について、産業界が自主的に安全
性を向上していく取組みの在り方について検
討

原子力の自主的・継続
的な安全性向上に向け
た提言

2014年5月

地層処分技術ワーキンググループ
2013年10月設置
地層処分を科学的知見の進展や処分事業の
進捗を踏まえ、定期的に再評価 中間とりまとめ

2014年5月

電気料金審査専門小委員会
2013年7月体制見直し前は
「電気料金審査専門委員会」

廃炉に係る会計制度検証
ワーキンググループ

2013年7月体制見直し前は
「電気料金審査専門委員会
廃炉に係る会計制度検証ワーキンググループ」
現行の会計制度が、廃炉に必要な財務的な基盤を
確保する上で適切なものとなっているかを検証

報告書
2013年9月

報告書
2015年3月

参考資料
①経産省HP　総合資源エネルギー調査会
　http://www.meti.go.jp/committee/gizi_8/1.html
②「茶色の朝を迎えないために」（私のHP）国会前ポスターシリーズ
　http://brownmorning.s3-website-ap-northeast-1.amazonaws.com/html/kanteimaedoc.html

この2つの報告書は
本ポスターシリーズでも紹介
　2014年10月17日から3回
　2015年3月27日
(参考資料②)

原子力事業環境整備検討専門
ワーキンググループ 2015年7月から新たに設置

核燃料サイクル事業について、
各事業者からの
資金拠出の在り方等を検証

少しだけ感想を
これらの委員会では日々、
役所が作った「報告書」に、役所が選んだ”有識者”が”意見”を言い、その”意見”を反映した「報告書」ができあがっています。
そしてその「報告書」を基に政策は実施され、今はあれよあれよと原発再稼働へと突き進んでいます。
「どうすれば原発依存度を下げられるのか？」という方向性を持った委員会やワーキンググループがないことにも気付きます。
それどころか、2015年7月からは核燃サイクルに関して新しいワーキンググループが始動。
ハラハラに見てるとわかりにくいですが、まとめると、原発を動かすことしか考えてないよなぁ。。と思えてしまいます。

2015/07/10　http://brownmorning.s3-website-ap-northeast-1.amazonaws.com

http://www.meti.go.jp/committee/gizi_8/1.html
http://brownmorning.s3-website-ap-northeast-1.amazonaws.com/html/kanteimaedoc.html

	ページ 1
	ページ 2

